
安

全

宣

言

建
設
工
事
現
場
に
働
く
人
々
の｢

安
全
と
健
康｣

を
守
り
、
建
設
労
働
災
害
の
撲
滅
に
努

め
る
こ
と
は
、
建
設
業
に
携
わ
る
我
々
全
員
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
使
命
で
あ
り
、
信
濃

川
河
川
事
務
所
工
事
安
全
対
策
協
議
会
は
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
施
工
研
究
発
表
会
等
を

実
施
し
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
建
設
現
場
は
厳
し
い
自
然
・
社
会
環
境
下
で
の
作
業
で
あ
り
、
常
に

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
へ
の
取
り
組
み
は
、
慣
れ
な
ど

に
よ
り
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
、
安
易
な
行
動
、
一
瞬
の
気
の
緩
み
や
油

断
が
、
重
大
な
災
害
、
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
安
全
管
理
徹
底
の
た
め
に

様
々
な
工
夫
・
努
力
を
行
う
こ
と
や
、
一
人
一
人
が
現
場
に
潜
む
危
険
要
因
を
予
見
し
て

労
働
災
害
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

我
々
は
、
人
命
第
一
の
基
本
精
神
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
本
大
会
を
契
機
に
新
た
な
る

決
意
の
も
と
に

一
、
建
設
労
働
災
害
撲
滅
の
た
め
、
各
社
は
安
全
体
制
を
強
化
し
、
安
全
管
理
活

動
の
徹
底
に
努
め
る
。

一
、
工
事
関
係
者
一
人
一
人
の
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
安
全
教
育
、
安

全
訓
練
の
強
化
を
図
る
。

一
、
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
作
業
員
の
健
康
管
理
、
建
設
現
場
の
環
境
改
善
・

安
全
点
検
の
強
化
を
図
る
。

一
、
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
公
衆
災
害
、
公
衆
事
故
の
防
止
を
図
る
。

以
上
四
項
目
を
重
点
に
掲
げ
、
建
設
労
働
災
害
撲
滅
の
た
め
一
層
の
努
力
を
持
っ
て
、

職
場
か
ら
危
険
を
取
り
除
き
、
安
心
し
て
働
け
る
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
を
目
指
し
て

邁
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。
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成
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